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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　旨

　兵庫県たつの市鶏籠山の国有林には兵庫県のレッ ドリス ト・群落のBラ ンクに指定 されている照葉半

自然林が広い面積で残 されている． しか し，ニホンジカの採食 によって草本層にはまった く植物が生育

してお らず ，裸地化 し， さらに第2低 木層，第1低 木層 の植被率 もきわめて低い．ニホンジカの増加 以

前の1970年 と1975年 に鶏籠U」の植生調査が行 われてお り，それ らの調査資料 と現存植 生の調査資料 を比

較 し，ニホンジカの採食 の影響 を明 らかにした．比較の結果，ニホンジカの採食によって草本層の植被

率は1970年 代の0．2％以下に，種多様性 は50％以下に低下 し，階層構造，種組成，種多様性はいずれ も大

きく退行 していることが明 らか となった．
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　　　　　　　　　　 は じめ に

　全国的にニホンジカの食害が問題 となってお り，照葉

樹林も各地で食害を受けている （服部ほか，2010）．兵

庫県たつの市鶏籠山に分布する照葉 半自然林は県内最大

の照葉樹林で兵庫県の貴重な 自然 ・植物群落のBラ ンク

に位置づけられている．また林内には兵庫県Bラ ンクの

ル リミノキの分布も確認 されている．このような貴重な

照葉樹林の分布する鶏籠 山ではあるが，近年，ニホンジ

カの採食によって林床の植物が完全に消失 し，裸地化す

るなどの生物多様性保全や防災 ヒの問題が発生 している．

ニホンジカの採食による現状については現時点で調査を

行 うことによって解析できるが，採食による長年の植生

変化を明らかにするためには食害以前の過去の植生調査

資料が必要 となる。多くの場合，そのような過去の植生

調査資料はないので植生変化の詳細を論 じることができ

ないが，鶏籠山では神戸大学教育学部中西哲博＋による

1970年 時の植生調査資料 と著者の1人 である服部の植生

調査資料 （1975年時）が残されていた．これ らの調査資

料 と2010年 に行った調査資料を比較 し，ニホンジカの採

食 による植生変化を明らかにしたのでその結果 について

報告 したい．

　　　　　　　　　調 査地 の概 要

　調査地の兵庫県たつの市龍野町鶏籠山は海岸線より約

10kmほ ど内陸の揖保川 に沿った海抜210mほ どのやや急

傾斜 な丘陵地にある．地質は有馬層群である．樹林の面

1） 兵 庫 県 立 人 と 自然 の 博 物 館 　 自 然 ・環 境 再 生 研 究 部 　 〒669－1546兵 庫 県 三 田 市 弥 生 が 丘6丁 日　 Division　 of　Ecological　 Restoration，

　 　 Museum　 of　Nature　 and　 Human　 Activities， 　Hyogo；Yayoigaoka　 6，　Sanda， 　Hyogo，669－1546　 Japan

＊ 兼 任 ：兵 庫 県 立 大 学 　 自 然 ・環 境 科 学 研 究 所 〒669一1546兵 庫 県 三 出 市 弥 生 が 丘6丁 目　 Institute　 of　Natural　 and　 Environmental

　 　 Sciences， 　L；niversity　 of　Hyogo；Yayoigaoka　 6，　Sanda， 　Hyogo，669…1546　 Japan



積は約32haで ，東側にコジイ林やアカマツ林，アベマキ

林などの半自然林が広がっているが，コジイ林の占める

面積が広い．国有林のため薪炭林 として積極的には利用

されていないが，社寺林のように保全 されたとも言えな

いので，今回は半自然林 として位置づけた．1970年 時の

調査ではアカマツ林やクヌギ林 も広が り，また林床には

コシダ， ウラジロ， ヒ トツバの群生やヤダケ林の存在が

示 されている．調査地の位置を図1に 示 した．

　　　　　　　　　　 調査 方法

　鶏籠山において1970年 に神戸大学教育学部 中西哲教授

（神戸大学教育学部卒業論文 ・未発表），1975年 に服部保

によって植物社会学的調査方法によって植生調査が行わ

れている．それ らの調査結果 と比較するために2010年 に

著者 らは多様性植生調査法 （服部ほか，2010） に基づい

て鶏籠山の照葉半 自然林の調査を行ない，各調査年の調

査経過についてま とめた．なお，調査区の位置は調査年

によって各々異なっている．

　 1970年 代の調査資料 と2010年 の調査資料では調査面積

と被度の表示方法が異なっている．1970年 代は調査面積

を定めず被度階級値 を採用，2010年 は調査面積 を 一定

（100㎡） とし被度 （％）値を採用 している．調査面積は

調整できないが，被度階級値については2010年 と比較す

るため1970年 代の各調査資料の被度階級値を各々の階級

の上限 と下限の被 度 （％） の 中央値 に換算 し，被度

（％）値 とした．精度 を高めるために，階層 ごとに階層

の植被率 （％） とその階層に出現する種の被度 （％）値

の合計 とを比較 し，両数値に矛盾がある場合は植被率を

重視 して，出現種の被度 （％）値を修正 した．

　各調査年 ごとに調査区数，平均調査面積，各階層の高

さと植被率の平均値，総 出現種数，平均種数などを求め

た．また階層 ごとお よび全階層をまとめた出現種の出現

頻度 （％） と被度 （％）の平均値を求めた．出現種につ

いては1970年 代出現種，2010年 出現種，共通種，その他

の4群 に種をま とめた．ただ し，亜高木層 については

1970年 代出現種，2010年 出現種，共通種の3群 に区分 し

た．

　各調査年の照葉樹林構成種の生活形組成については1

調査区あた りの生活形別平均種数を算出した．

　　　　　　　　　　 調査 結果

階層構造

　調査経過については表1， 階層構造および階層別の植

生変化については表2， 全階層をまとめた植生変化にっ

いては表3に 示 した．表4に は生活形組成をまとめた．

　 3ヶ 年の階層構造をみると1970年 の高木層の高 さがもっ

とも高 く，2010年 ，1975年 と続いているが，1970年 の高

木層の高 さは明 らかに誤 りである．高木層の高さは測幹

でも測定できないため， 目測で推定されることが多いた

め誤差が大きい．2010年 の調査ではレーザー光による距

離計を用いたので精度は高く，1970年 の高木層の高 さは

17．8mを越 えることはない．1975年 の高さを参考にする

と，1970年 当時の高 さは14m前 後 と考えられるが，正確

な値は推定不可能なので，記録 されている数値 をそのま

ま示 した．

　 1970年 の階層区分については高木層の高 さの他に第2

低木層の高さが高いなど，問題はある．1975年 の調査で

は高木層の高さもその後35年 の成長 を考えると2010年 の

調査結果 とよく適合 し，階層区分 も2010年 とよく一致 し

図1　 調 査地の位 置．

表1　 兵庫県たつの市鶏籠山調 査経過 ．

D：神 戸大学教 育学 部卒 業論文 （未 発表 ），2）：未発 表資料 ．



表2　 た つ の 市 鶏 籠 山に お け る シカ の 食 害 に よ る階 層 別 の植 生 変 化 （1970年 一2010年 ）． 一トは0．01％ 未 満 ．



表2　 続き



表2　 続き



表3　 た つ の 市 鶏 籠 山に お け る シカ の 食 害 に よ る全 階 層 の植 生 変 化 （1970年 一2010年 ）． 一トは0．01％ 未 満 ．



ていた．ただ し，2010年 の草本層の高さはニホンジカの

食害によってほ とんど植物が欠落し，高 さは非常に低 く

なっていた．

　植被率をみると，1970年 代と2010年 では大きく異なり，

第2低 木層で1970年 代の約6％ ，草本層で同0．2％といっ

たように激減 していた．草本層では岩かげの実生や幼植

物以外正常な生育状態を示す植物は認められなかった．

種組成

　階層別に種組成をみ ると，高木層では消滅種はヤマザ

クラ，新入種 （植分内に種子等で新たに入 り，生育を始

めた種）はクスノキ，第1低 木層では消滅種はタラヨウ，

ナナメノキ，新入種はなかった．第2低 木層では消滅種

はコジイ，シキ ミなど17種，新入種はなし，草本層では

消滅種はべニシダ，サル トリイバラ，ヒ トツバなど24種，

新入種はクスノキ，ギンリョウソウであった （表2） ．

いずれの階層においても2010年 の種組成は単純化 し，特

に草本層の単純化は著 しかった．1970年 代には林床にウ

ラジロ，コシダ， ヒトツバ，ベニシダなどの群生が認め

られたが，2010年 にはそれ らの生育もほとんど確認でき

なかった．

　全階層をまとめると，ベニシダを始めとして29種 が消

滅 し，新入種はギンリョウソウのみであった （表3） ．

　 シカの食害地では不嗜好性植物の増加が通常認められ，

本調査地においても不嗜好性 とされるマンリョウ，オモ

ト，イズセンリョウ，アセビなどが確認 されたが，1970

年代 と比較 してそれ らの種が大幅に増加 したとは認めら

れなかった．

種多様性

　 1970年 代の調査面積は平均約200㎡ ，2010年 はすべて

100㎡ なので，種多様性 （1調 査区あた りの平均出現種

数）を比較するためには面積を同じにする必要がある．

2010年 の調査 区面積 は100㎡ なので，2調 査 区あた りの

平均出現種数 を求めると （10調査区の中の2調 査区の組

合せ45区 それぞれに出現する種数の平均値），平均全出

現種数は12．8種 （200㎡），平均照葉樹林構成種数 は9．2

種 （200㎡） と算出された．これ らの種数を1970年 代の

種数 と比較 した．その結果，2010年 の全出現種数も平均

照葉樹林構成種も1970年 代に比較 し50％以下とな り，種

多様性の低下は著 しかった．

　 2010年 の種多様性 （100㎡あた りの出現種数） を他地

域の照葉樹林 と比較す ると，兵庫県下の照葉樹林の中で

はもっとも低く，照葉樹林の北限域にあたる秋 田県，山

形県，宮城県の照葉樹林の種多様性 と同程度であった

（月艮音田まカ・，　2008）．

生活形組成

　 1970年 代の生活形組成 をみると照葉樹林構成種以外の

組成比が高く，遷移途 仁の照葉半自然林の生活形組成の

表4　 照葉樹林構成種 の生活形組成 と種多様性 ．数値 は1調 査 区あた りの生活形別 の平均種数 と標準偏差 ．括弧 内は組成比 （％）．



特徴をよく示 していた．2010年 の生活形組成は照葉樹林

構成種の組成比が高 くな り，照葉樹林への遷移が進んだ

ように見える． しかし，照葉樹林構成種数 も大きく減少

していることか ら，遷移の進行に伴 う照葉樹林構成種の

組成比の増加ではなく，ニホンジカによって夏緑低木等

の照葉樹林構成種以外の種がより多く採食 されたことに

よって，照葉樹林構成種の組成比が増加 したと考えられ

た．
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